
平成２１年１月１９日

（この文章は、１月８日の学年集会で話をしたものに加筆をしたものです ）【年頭の学年集会に】 。

新しい年が明けた。１年生最後の学期のスタートなので、学年集会をします。

一青窈の｢ハナミズキ｣という歌を知っている人は多いだろう。ハナミズキは校内にもあるし、
ひととよう

東署の南側の大きな通りにも街路樹として植えられている。しかし、場所が悪いのか、あまり大

きくなっていない。本来は常にＹの字型に枝を伸ばし、実に綺麗に空へ空へと枝を大きく広げる

のがハナミズキだ。そういう意味で、一青窈の歌で 「空を押し上げて手を伸ばす君」と表現し、

たのは、言い得て妙だと思う。落葉した冬でも堂々として美しい木だ。春になると薄紅色か白色
うすべにいろ

の大きな花をつけ、これも見事だ。夏には大きく伸びた枝と茂った葉っぱが、上手に日陰を作っ

てくれる。秋には真っ先に赤く色づく。春夏秋冬、見どころの多い木で、庭木として愛されるの

も分かる気がする。ただ、そんな「万能選手」のハナミズキにも、物足りないところがある。そ

れは、その真っ赤な実を食べられないことだが、それは人間の勝手というものか。

逆に、さほど見栄えが良くないのに美味しい実をならす木の代表が、イチジクではないだろう

か。自然のままでは、枝振りがよいとは言えず、大きな葉ははっきりと紅葉せず、黄色から茶色

くなって落ちる。松柏祭の２組のクイズに「無花果」を読ませるものがあったが、文字通り、花
い ち じ く

は見えない。じつは花は咲いており、実の中の赤いブツブツが花の名残なのだが、とにかく外見

では分からない。しかし、見た目はともかく、滋養に富む実をならす、そんな木がイチジクだ。

＊ ＊ ＊

人を木に例えるならば、君は何の木だろうか。ハナミズキのような万能選手もよし、イチジク

のように中身が濃い実をならすのもよし、そして松の木のように(始業式で｢松柏の精神｣の話も

あったが、)季節が変わり、周りが変わっても自分は姿を変えない木もよしだ。ただ、君がどん

な木であろうとも、言えることが一つある。人は、木と同じように簡単には動けない。動けるよ

うに見えても、それは生活の基盤までを変えているわけではない。今いる場所に根を張って生き

る。とりあえずそうしなければ生きていけない。君はどのように根を張り、どのように枝を伸ば

すつもりか。

桃栗三年柿八年という言葉がある。芽が出てから実をつけるまでの年数のことである。比較的

早い桃や栗でも３年、柿なら８年、柚子は１３年などという(環境や個体の差はある)。イチジク
ゆ ず

でも苗木から２～５年はかかる。では、花が咲き実がなるまで、木は何もしていないのか。まさ

かそんなことはないだろう。日々何かを一生懸命やっているはずだ。

「どう根を張り枝を伸ばすかと言われても、困ってしまう。目標がはっきりしないので、よく

分からない 。そういう人もいるだろう。」

「目標ができたら～ 、｢親に怒られるから～｣というように条件付きで自分を動かそうとする」

ことを、ドイツの哲学者カントは、仮言命法と呼んだ。これに対して、無条件に自分自身に命令
か げんめいほう

を行うことを定言命法と呼んだ 「もし有名になりたいならば、貧しい人に慈善をほどこせ」と。
ていげんめいほう

いうのは、仮言命法である。しかし、｢貧しい人に慈善をほどこす｣ことがどのような角度から見

ても大切なことだと君の理性が判断するならば、条件の部分（ ）は、いらない。ただ単に、

｢貧しい人に慈善をほどこせ｣と自身に命令すればよいのである。これが定言命法だ。

勉強だけの話をしているのではない。生活全般、すべてにおいて、今年、君たちは何をなそう

とするのか。君たちは自分自身にどのような定言命法を行うのか 「～すべし」と自分に命令を。

出す。そうやって自分を鍛えていく。これも大人への階段だと思う。普通の高校生活は高校３年

いつまでも１年生の甘えた気分ではなく、２年目に生の２学期まで。つまり、あと２年である。

入った気分で、階段を一つ上がって欲しい。

【宿題テスト】

１月８日に実施したテストの度数分布です。宿題を期限までに出す。この当たり前のことをき

当たり前のことを当たり前にやることが大切。できていますか？ 何事ちんとやれるかどうか。

においても｢手を抜かない｣ことが大切。学問に王道なしです。

(保護者の皆様へ)【１年の目標・面接】

生徒は、今学期の最初に、今年および今学期の学習目標とそのための具体的な手立てを書いて

提出し、それを元に担任と面接をしています。御承知下さい。

※「学年通信」についての御意見・御感想は岡田泰全までお願いします。

まで、どうぞ。℡(086)272-1241(学校) e-mail：ãasumasa_okada＠pref.okaãama.jp

2008年度  １学年  冬季課題テスト

国 語 数 学 英語速修 英語標準 理科総合
100

99 ～  90 3 3 7
89 ～  80 12 8 21 11 24
79 ～  70 25 33 22 23 26
69 ～  60 29 48 21 34 21
59 ～  50 41 51 23 23 48
49 ～  40 71 40 20 15 48
39 ～  30 61 52 14 20 56
29 ～  20 24 20 2 5 24
19 ～  10 1 8 4 10
9 ～   0 5 1

受験者数 264 265 127 138 264
平 均 点 48.5 49.8 60.4 58 50.7


